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〔 目的 〕胎盤 抽 出液 に 血小 板凝 集 を抑制す る物質

が あ る こ とが知 られ て い る 。 絨毛 細胞 で は 血管内

皮細胞に 比 べ 1〈｝12 が極め て 少 な い 為、こ の 抑 制

物質 は 胎盤 で の 血 流維持 、 あ る い は 妊娠中毒症 の

発症 と 関連 し て い る こ と が示 唆 さ れ た 。 我 々 は

Phosphodiesterase （PDE ）が抑制物質 の
．一

っ

で あ る こ と を報告 し て き た 。 今 回 PDE を更に 精製

し 、 そ の 性質 を調 べ た 。 又 PDE の 細 胞内 局在 及 び

血中 へ の 放出能 に関 して も 、 絨毛癌培養細胞 を 用

い て 調 べ た 。
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〔方法 ） PDE 活性 は 0．5 ・nM 　P −nitrophenyl5 −

TMP を基質 と し 、 遊離 し た p −nitrophenyi を

OD400 で 測定 し た 。　ADPase活性は lmM 　ADP を基

質 と し て 遊離 し た 無機 燐 を モ リ ブ デ ン 酸法 で 、 あ

る い は 遊離 し た ノMP を HPLC で 測定 し た ， 血 小板

凝集能 は NKK 　Hemotracer を用 い て 測定 し た 。

細胞分画は DeDuve 等 の 方法 に よ つ た 。

〔成 績 〕  PDE は 胎盤 よ り 60 ％硫安分画 ，
DE　52

カ ラ ム
，

ハ イ ド 卩 オ キ シ ル ア パ タ イ トカ ラ ム ，

Sephacryl　 S　 300 カ ラ ム に よ り精製 し た 。 比

活性は 20ymole ／翁／  Protein で あ つ た 。

  精製 PDE は ADP を水 解 し 、　 ADP 誘発血小板凝

集反応 を抑制 し た 。 又 ADP 津MP は PDE 活性 を競

合 的 に 阻 害 し た 。   PDE は 膜 分画 に高 い 値 を示

し た 。

  絨毛癌 細胞及び そ の 濾液 は ADP 誘発血 小板 凝集

を抑制 し た 。 そ の 分解 活性は

23nmole ／
104　ce11 ／h で あ り た 。

〔結論 〕 胎盤 よ り精製 さ れ た PIE 及 び 絨毛癌 細胞

は ADP 分解活性 を示 し た 。
　 PDE が膜 分画 に 存 在

す る こ と か ら 、 胎 盤 局所 で の 血流維持 ， 凝集 阻 止

反応 に重要 な働 き を して い る こ とが 明 らかに な つ た 。

〔目的〕我々 は 以前よ り胎盤 の 抗血栓機序に つ い て

検討し ，血液凝固阻止物質 （PCI ） の 分離 を 試 み ，

当学会 に て 報告 して きた が ，今回 さ らに PCI の 精

製法 と ，そ の血液凝固機序 に 与 える影響 に つ い て 検

討を加え ，以下 に 示す結果 を得 た の で 報告する 。

〔方法〕 1．精製 ；胎盤よ り microsome 分画 を得，

Scanu の 方法 で 脱 脂後 ，Nalで 可溶化 しCon　 A

sepharose ，DEAE 　cellulose ，Sephacryl　S

−300，Sephadex　G −100の各種カ ラ ム で 精製後 ，最

終的 に chro 皿 atofocusing に よ りPGI を精製 した。

2．電気泳動 ； 10％ polyacrylamidea こ よ る SDS ／

PAGE ，銀染色 を行 な っ た 。 3． 血 液凝固過程に

お よ ぼ す 影 響 ；PT
，

aPTT
，
TT な ど の 各 種 凝

固時間 に与え る 影響を検討 した他 ．発 色基 質 S −

2222，S − 2337を使用 し ， tissue　 thromboplastin

（T．P ），Russel　Viper　veno 皿 （RVV ），〔IXa

一皿 一C♂ −
phospholipid 〕 の Xa 産生能に対す る

PCI の 影響を検討 した。 〔成績〕 1．精製 ；chr −

omatefocusing の 結果 ，銀染上で 還元 ，非還元 とも

分子 量 29，000da正tonの single 　 band を示 す PCIが

得 ら れ た 。 ま た pl．は 4．2 〜 4，4 で あ っ た 。

2．血液凝固過程 で の 抑制機序 ；RVVtime ，PT ，

aPTT の 延 長 を認 め る他 ，Xa 産生能 に 対す る 検

討 で RVV に よ る Xa 産 生 に は 影響な か っ た が
，

T．P や ，〔IXa 一珊 一Ca”− phQspholipid 〕で の

Xa 産生 はdose　dependentに抑制 した 。　〔結論〕胎

盤 で の抗血 栓機序 の
一因と して の PCI の 生化学 的

性状な らび に 血液凝固過程で の 抑制機構を明 らか に

した 。 以前 よ り報告 さ れ て い る 他 の 凝 固 抑 制 物質

（thrombomodulin な ど ）や ，好血栓的要 素 と考 え ら

れ る thromboplastin ，UK 　 inhibitor等 を考 え 併わ

せると ，胎盤循環 で の PCI の 役割 りが注目され る 。
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